
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
クラッチピストンと同一な速度で回転するスプリング支持台と；
前記スプリング支持台に弾持されて前記クラッチピストンを加圧し、回転速度が増加する
ほど弾性力を増加するリターンスプリングとを含むことを特徴とする自動変速機のクラッ
チピストンリターン装置。
【請求項２】
前記リターンスプリングは、中央部がクラッチ回転軸の方向に屈曲した平板弾性プレート
と；前記屈曲した中央部に形成された質量部とを含み、
前記平板弾性プレートの一端は前記スプリング支持台に弾持され、他端は前記クラッチピ
ストンに弾持されていることを特徴とする、請求項１に記載の自動変速機のクラッチピス
トンリターン装置。
【請求項３】
前記リターンスプリングは、設定された長さと質量を有する中央部；及び前記中央部体の
両側でクラッチ回転軸の半径方向に開かれて形成された一対の弾性片を含み、
前記一対の弾性片のうち一つは前記スプリング支持台に弾持され、他の一つは前記クラッ
チスプリングに弾持されていることを特徴とする、請求項１に記載の自動変速機のクラッ
チピストンリターン装置。
【請求項４】
前記質量部は円柱形態で形成されていることを特徴とする、請求項２に記載の自動変速機
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のクラッチピストンリターン装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は自動変速機のクラッチに係り、より詳しくは、自動変速機のクラッチピストンの
リターン装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
多数のクラッチプレートとディスクとを交互に配置して、多重に接触しながら動力を伝達
する多板クラッチは、オートバイまたは自動車の自動変速機などに用いられている。
このような多板クラッチの一般的な構成は、図５に示すように、クラッチリテーナー１０
０の内輪凹凸部１０２に多数枚のクラッチプレート１０４を配置し、前記クラッチプレー
ト１０４の間に位置してハブ１０６の外輪凹凸部１０８にクラッチディスク１１０を配置
している。
【０００３】
そして、クラッチリテーナー１００の内側にはピストン１１２が配置され、そのクラッチ
リテーナー１００とピストン１１２との間には油圧室１１４が形成され、油圧室の反対側
にはピストン１１２を常に油圧室１１４側に押す圧縮スプリングであるリターンスプリン
グ１１６が配置されている。
【０００４】
これにより、油圧室１１４に油圧が供給されれば、ピストン１１２がリターンスプリング
１１６の弾性力に抗して前進し、クラッチプレート１０４とクラッチディスク１１０とを
圧着して動力を伝達する。
【０００５】
反対に油圧を解除すれば、リターンスプリング１１６の弾性力によってピストン１１２が
後退して、クラッチプレート１０４とクラッチディスク１１０とを隔離させ、動力伝達を
遮断する。
【０００６】
このような作動過程で油圧が解除される時、油圧制御機構から油圧室に至るまでの油圧が
解除されるが、油圧室に残存している流体はクラッチの回転による遠心力により、排出さ
れずに遠心油圧を発生するようになり、クラッチが高速に回転する場合には、その残存油
圧によってクラッチが解除できない場合が発生することもある。
【０００７】
図５はこのような遠心油圧によるクラッチの誤作動を防止するための２種類の構成を示し
たものであって、中央線の上部はバランスピストン（ｂａｌａｎｃｅｐｉｓｔｏｎ）方式
を、下部はチェックボール（ｃｈｅｃｋ　ｂａｌｌ）方式を示している。
【０００８】
バランスピストン方式は、図５の上部に示す通り、ピストン１１２の内側にバランスピス
トン１１８を配置し、そのバランスピストン１１８とピストン１１２との間にリターンス
プリング１１６を配置して、前記ピストン１１２とバランスピストン１１８との間の空間
部に油圧を供給することによって反対油圧として作用させる。
【０００９】
チェックボール方式は、図５の下部に示す通り、ピストン１１２の端部にチェックボール
（ｃｈｅｃｋ　ｂａｌｌ）１２０を配置する。
主にスチール（ｓｔｅｅｌ）製のチェックボールには流体の油圧による軸方向の力、ピス
トンの回転による遠心力、流体の浮力などが作用するが、クラッチの回転速度が増加すれ
ば、チェックボールの遠心力が流体の遠心油圧を克服して流動し、これによりオイル排出
口が開いてピストンの残留油量が排出される。
【００１０】
しかし、前者のように、バランスピストンを適用する場合、遠心油圧を効果的に相殺させ
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るためにはバランスピストンの内径がピストンの内径より小さくなければならないので、
これによって変速機の大きさが大きくなるという問題点を内包している。
【００１１】
そして、後者のようにチェックボールを適用する場合は、チェックボールの設計、設計後
の製品の品質管理が非常に難しく、チェックボールの設計諸元のマッチングが難しいだけ
でなく、ボール及びこれに密着する面に対する精密な加工が要求されるなどの問題点を内
包している。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、クラッチの高速回転によって回転速度が増加すればするほど弾性力が増
大して、ピストンの前進を防止するリターンスプリングを含む自動変速機多板クラッチの
ピストンリターン装置を提供することにある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
本発明は、クラッチピストンと同一な速度で回転するスプリング支持台と、前記スプリン
グ支持台に弾持されて前記クラッチピストンを加圧し、回転速度が増加するほど弾性力が
増加するリターンスプリングとを含むことを特徴とし、前記リターンスプリングは、中央
部がクラッチ回転軸の方向に屈曲した平板弾性プレートと、前記屈曲した中央部に形成さ
れた質量部とを含み、前記平板弾性プレートの一端は前記スプリング支持台に弾持され、
他端は前記クラッチピストンに弾持されることを特徴とし、前記質量部が円柱形態で形成
され、また、前記リターンスプリングは、設定された長さと質量を有する中央部、および
前記中央部体の両側でクラッチ回転軸の半径方向に開かれて形成された一対の弾性片を含
むが、前記一対の弾性片のうち一つは前記スプリング支持台に弾持され、他の一つは前記
クラッチスプリングに弾持されることを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。
図１は本発明の実施例による自動変速機のクラッチピストンリターン装置の構成図であり
、符号２は多板クラッチの全体を示す。
【００１５】
多板クラッチ２は、クラッチリテーナー４の内輪凹凸部６に多数枚のクラッチプレート８
を配置し、前記クラッチプレート８の間に位置してハブ１０の外輪凹凸部１２にクラッチ
ディスク１４が配置されている。
【００１６】
クラッチリテーナー４の内側にはピストン１６が配置されて、そのクラッチリテーナー４
とピストン１６との間には油圧室１８が形成され、油圧室の反対側には弾性力でピストン
１６を常に油圧室１８側に押すリターンスプリング２０が配置されている。
【００１７】
そして、油圧室１８に油圧が供給されれば、ピストン１６がリターンスプリング２０の弾
性力に抗して前進し、クラッチプレート８とクラッチディスク１４を圧着して動力を伝達
する。
【００１８】
また、反対に油圧を解除すれば、リターンスプリング２０の弾性力によってピストン１６
が後退してクラッチプレート８とクラッチディスク１４とを隔離させ、動力伝達を遮断す
る。
【００１９】
このような多板クラッチ２のリターンスプリング２０を形成するために、本発明では、図
２及び図３のように、中央部に一定の長さを有する質量部２２をおき、その両側に一対の
弾性片２４、２６を形成している。
図面では質量部２２が円柱形に形成されているが、これに限定されるわけではなく、多角
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形で形成することもできる。
また、弾性片２４、２６は質量部２２と一体形成されているが、これに限定されるわけで
はなく、質量部２２と弾性片２４、２５を各々別途に形成して溶接などのような固定手段
を通じて形成することもできる。
【００２０】
また、一対の弾性片２４、２６は一つの弾性プレートを中央部でクラッチの回転軸方向に
屈曲させて形成することができ、質量部２２には、前記屈曲した中央部に設定された、質
量を有する質量部を接合した構成にすることもできる。
【００２１】
前記のように構成されるリターンスプリング２０は、図１のように質量部２２が遠心側に
向かった状態で、一側弾性片２４はピストン１６の内面の突起部２８に弾持され、他側弾
性片２６はハブ１０の内側に配置されるスプリング支持台３９に弾持される。
これにより、通常は、リターンスプリング２０の弾性力によって、ピストン１６は油圧室
１８側に押し付けられている。
【００２２】
より具体的にリターンスプリング２０の作動原理を見てみると、図４のように、リターン
スプリング２０がクラッチに装着されていると、油圧室１８に油圧が供給されて、ピスト
ン１６が前進する場合、両側弾性片２４、２６間の距離が狭くなって、反撥力が発生し、
ピストン１６に反撥力が伝達される。
【００２３】
そして、クラッチが高速に回転すれば、質量部２２が遠心力を受け、この遠心力が弾性片
２４、２６を互いに開くように作用し、その結果リターンスプリング２０の弾性力が増加
する効果が生まれる。
従って、遠心力が大きくなるほどリターンスプリング２０の弾性力は増加するため、油圧
室１８に残留する油圧によってピストン１６が前進し、クラッチが締結されることを未然
に防止する。
【００２４】
【発明の効果】
本発明によれば、多板クラッチの解除時に、残留油圧によって発生するクラッチの締結を
未然に防止することができ、既存のバランスピストン及びチェックボールが不要となるた
め、構造が簡単になり、原価の低減にも寄与する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例による自動変速機のクラッチピストンリターン装置の構成図であ
る。
【図２】本発明の実施例によるリターンスプリングの斜視図である。
【図３】図２の側面図である。
【図４】本発明の実施例によるリターンスプリングの作動原理を説明するための図である
。
【図５】従来の技術による自動変速機のクラッチピストンリターン装置の二つの例を示し
た図である。
【符号の説明】
２　　多板クラッチ
４　　クラッチリテーナー
６　　内輪凹凸部
８　　　クラッチプレート
１０　　ハブ
１２　　外輪凹凸部
１４　　クラッチディスク
１６　　ピストン
１８　　油圧室
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２０　　リターンスプリング
２２　　質量部
２４　　弾性片
２６　　弾性片
２８　　突起部
３９　　スプリング支持台
１００　　クラッチリテーナー
１０２　　内輪凹凸部
１０４　　クラッチプレート
１０６　　ハブ
１０８　　外輪凹凸部
１１０　　クラッチディスク
１１２　　ピストン
１１４　　油圧室
１１６　　リターンスプリング
１１８　　バランスピストン
１２０　　チェックボール
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【 図 ５ 】
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